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【２０１３年５月号】  

▼ＦＭやまびこ                  米澤 巧美    ２ 
△ノートンの映画大好き！             ノートン     ７ 

▼ＦＭやまびこ番外編               小林 邦子    ８ 
△里からのたより                 塩谷 芳彦   １２ 
▼本棚から                     西尾 紀子   １５ 
△自閉症児の親も一日にしてならず         ｍｏｍｏｅ   １６ 
  

◆コラム    （葛見 ひとみ） ・・・ ６ ◇疑問符だらけの現場用語集 ・・・１４ 

◇よこはま三歩  （阿部 未鈴）      ・・・１９ ◆後援会・編集後記 ・・・２０ 

「東急 9000 系さよならヘッドマーク付き」 

東急東横線大倉山駅にて 2013年2月11日撮影 

発行 神奈川県自閉症児・者親の会連合会 代表者 内田照雄 厚木市愛甲2-11-6-109 
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写真① リンクの作業風景 

            リンクのご紹介～つながりを求めて～  

 

                       リンク 米澤 巧美 

 

今年度より生活介護事業所「リンク」が新たに開所しました。とはいえ、場所はこ

れまで「ワークアシストやまびこ」があった、市営地下鉄グリーンライン「都筑ふれ

あいの丘駅」徒歩１分の場所と変わりません。つまり、３月まで多機能事業所（就労

移行１０名＋就労継続Ｂ型１０名）だったワークアシストやまびこが、それぞれ機能

が独立するという形で発展解消し、就労移行は隣駅のセンター南駅で、Ｂ型はこれま

でと同じ場所で生活介護型「リンク」とその機能と名称を切り替えて、それぞれがリ

ニューアルした次第です。生活介護事業への切り換えの理由ですが、利用者の平均年

齢の高さとこれに伴う健康管理に関する配慮も必要となってきたことが挙げられます。

リンクの利用者層は、最高齢が５０代、中には２０代の若い人もいますが、平均年齢

は４０代前半という構成です。                 

 「リンク」という言葉は、英語で「Ｌｉｎｋ」と表記し「つながる・結びつく」と

いう意味があります。自閉症の人たちは、その「学習スタイル（学び方）」から、「物

事の因果関係や結びつきを自然に学び取ることが困難」であるとされています。そこ

で、自閉症の人たちが得意とする学習スタイルで

ある「目で見て考える」ことを活かして、多様な

意味や価値、地域社会との「つながりを持つ（リ

ンクする）」ことで、彼らの人生がより豊かなも

のになることを願い、当事業所名はリンクと名付

けられました。 

 今回、ＦＭやまびこの紙面をお借りして新規開所

したばかりの「リンク」を紹介いたします。 

 

■ご家庭やケアホームでの生活とつながる（リンクする） 

 リンクは自閉症者の日中の通所場所として、彼らの職業生活を支援する場所です。

しかしながら私たちの支援は、利用者一人ひとりの職業生活上のスキルの習得（学ぶ

こと）・自立（学んだことを活かすこと）を目指すことのみに留まるべきではないと考

えています。例えば、家庭生活上のスキルとして、歯磨きの仕方や洗体の仕方等の習

得・自立を目指した支援を行っています。リンクで習得・自立したスキルは、活動の

システムをそのまま各家庭やケアホームなどの生活空間に持ち込む（あるいはその逆

もあります）ことで応用が可能です。 
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活動手順書（イラスト）を見て理解する 

    何を：①タオルを使った体拭きを 

 どのように：②イラストの部位に合わせて 

 どれくらい：③手順書のカウント数どおり 

    終わり：④手順書の行程が全て終わるまで 

取り組む 

写真② 活動手順書を見て体を拭く 

 

 写真２は、タオルで汗を拭く活動の事例です。自閉症の人たちは、活動の取り組み

方を考え、その手順に優先順位をつけながら取り組むことが難しいという学習スタイ

ルを持っています。写真のＡさんは、汗をタオルで拭き取る活動で、体の同じ箇所を

繰り返し拭いてしまい拭き残しが目立っていました。そこで、Ａさんに活動の取り組

み方を、手順書を用いて学んでもらいました。手順書の導入は、職員が汗拭きの行程

を分析し、Ａさんのタオルでの拭き方のスキルをアセスメントすることから始めまし

た。次に、Ａさんに手順書のイラストが示す体の部位と実際の体の部位を合わせてタ

オルで拭くことを伝えました。その結果、Ａさんは活動手順書を見て体の部位を一つ

ひとつ確認し、拭き残しなくタオルで汗を拭くことができるようになりました。今後

は、生活空間での導入も検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■チャレンジや他者からの「いいね！」とつながる（リンクする） 

 自閉症や知的障害のある人たちの中には、目の前の作業（あるいは課題）に集中し

て取り組むことができる人がいます。ただしそれが、学習スタイルの一つである「独

特の注意の向け方」によることが多いのも事実です。私たちは、利用者が単に目の前

の作業に取り組むことや、彼らができることを日々淡々と繰り返すことだけに重きを

置きたくないと考えます。 

職業活動は、生活のあるいは人生の基盤の一部であると思います。自らが取組む仕

事に誇りや達成感が持てなくては、働く喜びは半減するはずです。仕事の喜びとは、

自ら目標を立ててその達成に向けてチャレンジすることや、他者から「いいね！」と

沢山ほめられることで得ることができます。 

写真３は、リンクの利用者が使用している「作業表」です。作業システムの中に、

作業の量をカウントできる作業表（チップ）が組み込まれています。この作業表によ

って利用者は、１日の内に作業した枚数を目で見て確認することができます。また、

写真４では作業の時間と内容、そして時間内に作業する量の目標を立て、作業時間終

了時に結果を記入していきます。ここには、作業終了までに作業数を達成することへ
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写真③ 作業システムと作業表の一例 

 

写真④ 作業表の一例 

 

のチャレンジがあります。また、見事達成することができれば、支援者から（あるい

は同僚の利用者からも）「いいね！」と評価されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域社会とつながる（リンクする） 

 地域の企業からの受注作業には、実際に世の中に流通している商品を作っていると

いうリアリティがあります。そして、写真５のように、直接企業の方から「ありがと

う、ご苦労さま」とねぎらいの言葉をかけていただく機会があることで、作業に対す

るモチベーションもぐっと向上すると考えます。また、写真６のように、手順書を携

帯することで、外部企業で清掃スキルを発揮している事例もあります。いずれも、リ

ンクの人的・環境的資源だけでは提供することができない、貴重な地域社会とのつな

がりです。今後、リンクではこうした外部の提携先を拡大し、地域の理解者を増やし

ていきたいと考えています。 

 

 

作業システムの一例 

・どこまでＰＣに入力したかが、目で見て

分かる 

・入力箇所がページの最後になったらカウ

ントチップを一つ置く 

 

 

作業表の一例 

 ・時間と作業内容 

 ・目標の数 

 ・結果の数 

が示されている 
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写真⑤ 受注作業の納品の一例 

 

写真⑥ 施設外での清掃作業の一例 

 

写真⑦ 余暇活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■人生の喜びとつながる（リンクする） 

 自閉症の人たちの人生における「学び」は、整理された環境

下で多くのことを学び、そして多様な環境下で学んだことが発

揮されることが望まれます。自閉症の人たちのライフステージ

を考えてみると、成人期が一番長いステージです。だからこそ、

私たちは一番長い成人期が豊かなつながりを持つ時期であって

欲しいと願います。 

 写真７は、余暇支援の１コマです。職業生活上のマナーや適

切な行動のルールを守ることと、大好きなレストランへ外食に

いくこととがつながりをもっています。私たちは、利用者一人

ひとりに対して、確かなつながりを形作り豊かな人生の喜びをつなげる支援を目指し

たいと考えます。 

 

ここまで、リンクでの試みのほんの数例を示してきました。リンクという名称が持

つ願いには、２つの意味があります。第１に自閉症のある人の人生が中心にあり、職

業生活や余暇生活、地域生活や家庭生活という各領域と縦横に強くつながっているこ

と。第２に、職業生活と余暇生活、余暇生活と家庭生活、家庭生活と地域生活、地域

生活と職業生活が相互につながること。自閉症の人たちの人生の豊かさとは、それぞ

れの領域が密接に多様につながる（リンクする）ことと私は考えます。 

 

■結びにかえて 

 最後に、自閉症の人たちの人生を支援する支援者として、私たちは利用者一人ひと

りに合った支援（評価に基づく合理的な「配慮」）を目指します。そして、支援を絵に

描いた餅にしないために、自閉症の人たちの見ている世界を思う「思慮」を常に持ち

続けたいと思います。 
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～コラム～ 

はじめまして、保健師職の葛見ひとみと申します。本牧和田地域ケアプラザ

の包括支援センターに勤めて、1 か月になろうとしています。これまで、主に

病院や訪問看護で働き、寝たきりの患者さんや病気を抱えているお年寄りに接

してきました。この度、初めて包括支援センターの看護師として働いて、びっ

くりしたことは、思ったより多くの８０代、９０代、１００歳になろうとする

お年寄りが「要支援」状態で生活していることです。毎日、テレビや新聞など

で少子高齢化社会という言葉を目にし、自分もその領域で仕事してきました

が、地域にはこんなに自分の力で生活しているお年寄りがいるのか？！と、素

直な感動と敬意を抱きました。もちろん、新鮮な発見ばかりでなく、泥臭い問

題も少なくないですが、毎日、適度な緊張感を持ちながら、仕事させていただ

いています。今後とも宜しくお願いします。 

 

本牧和田地域ケアプラザ 葛見 ひとみ 
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ノートンの 《映画、大好き！》 

「ザ・マスター」（２０１２年）

毎年思うのですが、年度替わりは忙し

いです。ずっと忙しいですが、周りに助

けられながらなんとかかんとかやりくり

しているような状況です。春は色んな人

に支えられていることを実感する季節と

も言えるのかもしれません。「皆さんあり

がとう、そしてこれからもよろしく」と

感謝の気持ちを抱いてビールで乾杯。ビ

ールが美味しい季節になってきたとヘラ

ヘラと笑っていい気分になっているノー

トンです。 

 さて、忙しいのですが映画はぼちぼち

観ています。アカデミー賞の発表もあり

ましたね。本場のアカデミー賞の作品賞

は「アルゴ」が受賞しました。実際にあ

ったイランでのアメリカ大使館人質事件

のお話です。私も観ましたが、なかなか

緊張感のある映画でした。日本アカデミ

ー賞の作品賞は「桐島、部活やめるって

よ」。この映画も観ましたが、高校が舞台

の青春映画。非常におもしろい作品でし

た。描かれているのは今時の若者達の青

春なのですが、いつの時代も若者達の本

質的な悩みというものにはあまり大差な

いのだと感じ、なんだか少し安心しまし

た。さて、今回ご紹介したい映画は、ア

カデミー賞で３部門にノミネートされて

いた作品「ザ・マスター」です。派手さ

はないですが、とても考えさせられた作

品でした。では、簡単にストーリーを・・・。 

 海軍勤務のフレディ・クエル(ホアキ

ン・フェニックス)は第２次世界大戦終了

後、酒に溺れては職を変えるという放浪

的な生活を続けていた。そんな中、たま

たま忍び込んだ船でランカスター・ドッ

ド(フィリップ・シーモア・ホフマン)と

出会う。彼は独自の哲学と手法によって

人々の心を開放することを生業としてお

り、“ザ・コーズ”という団体でマスター

と呼ばれていた。フレディはその生い立

ちと戦争の心的外傷から心に大きな影を

背負っており、マスターのカウンセリン

グから徐々に立ち直り始める。マスター

にとってもフレディを立ち直らせること

が１つの使命的なものとなり、２人の絆

は深まっていった。フレディはマスター

の期待に応えようとカウンセリングを受

け続けた。徐々に自分の感情をコントロ

ールする術を見につけていった彼が最後

に出した答えとは・・・。 

観終わった後、不思議な感覚になった

映画でした。感動したという実感は沸か

ないのですが、後になって思い返すと

色々と考えさせる作品です。生きること

の切なさや希望。人間にとって何が幸せ

と呼べるのか。裕福でも正常でも、それ

は表面的なことだけであり、本当に自分

の意思を開放できるかどうか。それこそ

がその人の幸せの尺度になるのではと問

題提起しているように私は感じました。

実在する新興宗教の教祖を題材にした映

画であり、とても哲学的な作品です。た

まにはこんな映画もいいものです。ぜひ、

ご鑑賞あれ。 
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振り返る道向かう道③ 幼稚園から小学校に                                   

  小林 邦子 

 

最重度自閉症の息子俊文は 4 7歳になった。世間の理解は得られなかった幼児期少年期。東やまた

入所という大きな幸運をいただいて 1 6 年。ようやく適切な支援指導をいただくようになり、現在は穏や

かな日々を過ごしている。母親の私は高齢者の域に入って改めて振り返る過ぎゆきである。 

 

 「さむい」「ごはん」などのかたことが俊文の口から単発的に出ては消えた。５歳に

なっても意思の疎通ができない。ブロック遊びをしながらブロックのひらがなをじっ

と見つめているので、文字を読んでやると背を向ける。乗り物の絵本を飽きずに眺め

ているので「トラックだねえ」などと声をかけても、一人の世界にはいり込んでいる

ようで反応がない。この頃、「オオカミ少年」のはなしを雑誌で読んだ。アジアのどこ

の国であったか、赤ん坊が狼にさらわれ、その子は狼に育てられた。大きくなってか

ら発見されて人間の世界にもどったが、その少年は生涯を通して会話ができなかった

という。しかし幼児期に発見され、訓練を受けた子供は会話ができるようになった例

があるとのこと。俊文のように、まるでバリアで身を覆っているように、人の言葉を

受け入れずにいれば、オオカミ少年と同じではないか。一体どうすれば会話ができる

のか、幼児期をこうしてはいられないとあせりがつのる日々であった。 

 

目を離せば逃げてしまう俊文であったが、親が付き添ってでもい

い、５歳児保育後半の半年間でも幼稚園に入れたいと思った。幾つ

かの幼稚園に問い合わせをすると、お寺で経営する幼稚園で面接を

してくださるという。早速、俊文を連れてゆくと、住職である園長

先生は留守で、夫人がお寺の玄関で面接をしてくださった。自閉症

で言葉が出ないことを述べたが、俊文は面接が分かっているように、

きちんと立っている。  

「しっかりしたお顔ですね。言葉がないなんて信じられませんね」

と、入園を承諾してくださった。園では１年保育のクラスがあって、

今年はクラスに１２名しかいないので、ここに入れてくださるとい

う。９月から３月までと期間が短いので、園の制服購入は様子を見

てからと決まった。 
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９月から幼稚園入園と決まり、明かりが前方に見えた思い

だった。入園前の８月、神奈川県自閉症児親の会のレクリエ

ーションのしらせが届き、初めて参加の申し込みをした。横

浜駅東口に集合し、バスを待つ間に俊文と同じ年齢の真行寺

君の一家と親しく話合いをした。真行寺君はしっかりした表

情で手をつながなくても逃げ出す様子がなく感心した。俊文

と同学年で幼稚園に通園しているとのこと。すぐに話がはず

み、バスもプールの遊びも、昼食も一緒に過ごした。家族ぐ

るみの参加で、父親は真行寺四郞氏、母は英子さん。この日

は気づかなかったが、ご夫妻は歌人である。私も若い頃から

短歌を作ってきたこともあり、この後の付き合いに大きな影

響を受けた夫妻との出会いであった。英子さんは後に『マンホールの歌』という子育

ての記を綴った本を出版された。会は自由な雰囲気で子供たちも海岸の散歩やプール

を満喫し、自閉症児親の会に親しみが湧いた。真行寺夫妻とのおつきあいは長くつづ

いたが、四郞氏は７年前に、英子さんは１年前に逝去された。子供を遺して世を去る

という現実が、わが身にもひしひしと迫る思いである。 

 

俊文の幼稚園登園はじめての日は、他の園児にも夏休み明けの日である。園の制服

購入は様子を見てからとしていたので、俊文に私服のスモックを着せていたが、俊文

は朝礼の列に頑として入らず、砂場に屈みこんでしまった。「みんなと同じ服を着たい

の？」声をかけてみると、「うん」というように、大きく首を縦に振ってうなずいた。

母の声かけにいつもは反応が無いのに驚きであった。この大きなうなずきは初めての

ことである。園服を頼んでみると、ちょうど園に余分があり、すぐに着せることがで

きた。翌朝からは担任に手をつないでもらって朝礼に立つことができた。 

  

俊文が加わって１３名のクラス。若い元気な担任であった。この１年保育のクラス

は今年限りということで、半年間でも通園できたのは幸運であ

る。俊文も幼稚園で過ごすことをいやがる様子はなかったが、

やはりいつ外に飛び出すか不安があるため母親の見張りは欠

かせない。ある日、園庭で遊戯をする時間に俊文は外に出るこ

とを拒んだため、母と共に教室に残った。教室は２階にあり、

俊文は窓から庭を見ていたが、担任が建物に近づいたとき、嬉

しそうに「センセイ」と声を出した。俊文が単発的に言葉を出

した瞬間に、なぜか私は驚きで声が出ない。この時も驚きで息

を呑んでしまった。「せんせいだね」と母親が言えば、又言っ

たかもしれなかったと、このことも深い後悔である。 
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わが家から幼稚園には横浜駅行きのバスに２０分ほど乗るが、昼間は１時間に２本

しか通っていない。幼稚園の帰りは時によって３０分ちかくもバスを待つ。バス停の

脇に大きなペットショップがあるので、俊文に水槽の熱帯魚や小鳥を見せて時間を過

ごすのだが、俊文は鳥かごに興味を持った。鳥かごを開閉する口を上下させて喜ぶの

で、情操教育への望みをつなぎジュウシマツのつがいと鳥かごを買った。バスを待つ

間、俊文は嬉しそうに鳥かごの口を上下させていたが、１羽があっという間に飛び出

してしまった。どこまで飛んだのだろうか、あきらめて残った１羽を飼えばよいかと

そのまま立っていると、俊文が無言で私の手を押し出すようにする。俊文の視線の先

を見ると、道路の向こう側に小鳥がうずくまっている。幼鳥なので飛べないのだろう

か。「ぜったいにここを動かないでね」と俊文に言い、私は一人で道路を渡り小鳥を拾

いあげて俊文のところに戻った。手を離せばすぐに逃げ出す俊文だが、この時はじっ

と立って待っていて小鳥をかごに入れると、ほっとした表情を浮かべた。それ以後、

俊文は鳥かごに触れることもしなかった。俊文の思わぬ一面を見た思いである。 

毎日緊張の連続であったが卒園までなんとか通った。園長先生はじめ職員の方々に

御世話になり、貴重な体験をさせていただいた半年間だった。 

 

昭和４７年、学齢となる俊文を特殊学級に入れたいと思った。当時は学校に拒否さ

れれば就学はできなかった。１月に学校で面接を受け、何とか椅子に落ち着いていて

くれて、兄も通う学校ということで入学を許可された。家から徒歩１０分ほどで、俊

文が近くの小学校に入学できたことに安堵した。体育館での入学式には普通学級の新

入生と共に俊文も交じった。特殊学級の新入生は男児ばかり３名である。   

担任は若い女性２人で、俊文もなんとか落ち着いて坐っている様子を保護者の席か

ら見ていたが、式のさなか俊文はとつぜん椅子を立ち、壇上にかけ上ってしまった。

そして壇上をかけぬけて奥にあった仕切りの中に入っていった。壇上の校長先生がす

ぐ追ってくださって、俊文を抱き上げ、式の間ずっと笑顔で抱いていてくださった。

校長先生の式服を汚さないだろうか。はらはらしながら、どうすることもできなかっ

た。おおらかで頼りになりそうな校長先生だったが、６月に転勤されたのはなんとも

残念なことだった。 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

１９８０年５月７日 第三種郵便物認可 ２０１３年５月１５日発行 ＫＡS１４０７号 

マンやま 

 11 

特学担任の先生はそれぞれ、乳幼児の母親である。普通学級より少しゆとりがある

任務を希望されたのだろうが、俊文の多動に振りまわされる連続のようだ。兄の２年

１組の教室は隣にあった。兄の存在にすぐに気づいた俊文は、自分の教室を抜け出し

ては兄のところに行ってしまうらしい。俊文という弟が負担にならないかと心配した

が、担任の先生は「私の娘も同じなのですよ」と対処してくださったのは有難いこと

だった。しかしすぐに外に飛び出してしまうという。学校では教室にトランポリンを

購入してくださったのは有難く、これが大の気に入りとなった。下校時間に迎えにゆ

くと天井に頭がつくほどまでに飛び上がって楽しそうにジャンプをし続けている。学

校の児童たちが面白がって教室をのぞきに来ていた。 

 

俊文は学校より帰るなり外に飛び出す。俊文を追う毎日に体力の限界を感じ軽自動

車を購入した。私は２０歳で運転免許を取得して実家の車を運転し、ラリーに参加し

たこともあり運転は苦にならない。車で広い公園に連れて行って思い切り遊ばせよう

と、先ず俊文を旭区の大池公園に連れて行った。広い池を持つ公園だが、俊文は水を

見ると石を投げ込みたくなるらしい。「池に石を投げてはいけません」と言うと近くで

写生をしていた小学生の絵具の筆洗を、あっという間に池に放りこんでしまった。こ

の小学生はどんなにショックを受けたろうか。すぐに替わりの筆洗を買ってやりたい

と思うのだが、俊文を連れていてはそれができない。お母さんに新しいのを買っても

らってねと、お金を渡し小学生にひたすら謝ったが、広い公園に来ても親の気持ちが

安らぐことはないと知った。 

 

人の居る公園がだめなら人のいない山奥に連れてゆこう。企業戦士の夫は関西での

単身赴任を終えたが、通勤の疲れから休日は家でごろごろと過ごす。夫は免許を持っ

ていないが、父親が居ると俊文の行動も抑えられる。私は若い頃に沢登りをしていた

ので、丹沢山系の地理には詳しかった。車の入るぎりぎり上流の河原まで行き俊文を

遊ばせたが、これは親が息をつける時間となった。始めは石を投げ込み喜んでいたが、

浅い流れに入り、ジュースの空き缶に川の水を汲んでは流れに水を落として遊ぶ。水

が落ちる瞬間にできる模様を楽しんでいるらしい。飽きもせずに何時間でもくり返し

た。家族は山の大気を思い切り吸って、のんびりと行楽気分を味わった。田村さんと

匡弘君も共に４人で行くこともあり、近所のＳさん一家と車をつらねて行ったことも

ある。親戚の家族が集合してバーベキューをするなど、おおがかりな行事もした。私

のきょうだい達とは互いに子育てに追われていて疎遠になっていたが、賑やかに幼い

こども達も一緒に楽しんだ。俊文は誰が居ようと関わりないという思いだろう、飽き

ることなく川で遊び、呼ぶと焼き肉などを食べるが又流れに入ってゆく。こうして丹

沢へのドライブは定番となった。 
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新年度を迎えるにあたって所感の一端を申し上げます 

理事長 塩谷 芳彦 

 

新年度を迎えるにあたって、所感の一端を申し上げます。 

私たちは、｢自閉症･発達障害の人たちの社会が広がる可能性を模索

し､支援する。｣を基本に､自閉症の人たちへの支援において、現在の

事業への取り組みをとことん掘り下げ､事例に対応した支援の幅を広

げ、これを専門とした豊富な品揃えで､そのニーズに応える｡いわば自

閉症スペクトラムの全てに対応できる総合的な支援技術を持つ法人

を目指しています。 

その事業の今後の展開について、基本的な方向を次のように考えて

います。課題は多くありますが、事業の実現可能性を探り、着実に具

体化していきたいと考えています。 

 

１つめは、いわゆる重度の自閉症の人たちへの日常生活支援として

の生活介護、施設入所支援、共同生活介護(ケアホーム)の事業につい

てです。これらを、法人の基幹事業として位置づけ、その中心的施設

となる事業所について一定規模の量を確保するとともに、その利用者

の一定割合に対しケアホームを整備してまいります。 

ノーマライゼーション､地域生活移行がいわれて久しいわけですが､まだ地域の社会

的資源が乏しいという現実において､法人に期待される役割はきわめて大きいものが

あります。あらためて障害者の支援ニーズの把握および地域移行支援プロセスを整理

し、レジデンス機能の原点ともいえる、入所施設としての生活支援機能、地域移行の

機能、一時保護機能を再整備して体制を強化してまいります。 

 

２つめは、本人及び家族の地域生活･家庭生活の支援に向けた取り組みを目指した事

業展開、即ち、施設支援から社会での生活支援へ眼を向けて事業化を企図してまいり

ます。 

例えば、ショート(ミドル)ステイを通じ、支援のための評価ならびに現場での相談

機能を充実させるとともに、ヘルパーセンターの事業を中心に、移動支援、行動援護

に加え、生活支援の観点から余暇(空き時間)の過ごし方、居宅支援を含む業務の拡充

を意図しています。 
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３つめは、中度、軽度の自閉症の人たちにも対象を広げ、社会生活(暮らし)を支援

する観点から、機能的サービスを展開し、その比重を高めていくこととします。 

特に就労支援、自立支援にあっては、高機能自閉症､広汎性発達障害の人たちへの支

援に関心が高まっており、ニーズも多様化してきています。重度の人たちへの就労支

援を目指す姿勢は継続して維持してまいりますが、加えて、中度･軽度自閉症者及び発

達障害の人たちを対象においた事業シフトをとることとし、就労後において社会の中

での｢暮らし｣の観点から、社会生活支援のためのプログラムを整理し、また他の資源

とも連携し事業の拡充を図ってまいります。 

 

４つめは、自閉症や発達障害の支援において、理論と実践の両面を兼ね備えた支援

技能を持つ法人をイメージし、その成果を発信できる研究･実地研修機関としての機能

を企図します。 

この法人が、自閉症スペクトラム支援を中核とする専門機関として各機関との共同

研究をさらに実のあるものにすることに努め、自閉症・発達障害支援の中心的役割が

担えるよう機能の充実を図ることとします。 

 

最後になりましたが､事業展開に欠かせない最も重要な条件は、事業企画の立案、具

体化に向けた体制と人材の確保､育成です。内外研修の充実､自己啓発支援など制度と

して取り組み､育成機能を充実させ、専門職の涵養、キャリアを形成していくような構

造にしていくこです。私は､この取り組みによって､ヒューマンパワーという新たな無

形資産価値の創造に期待しています。 

 

いずれも目新しい物ではありません。しかも、あまりにも盛りだくさんの感はあり

ます。また、一朝一夕で結論がでるような問題でもありません｡収支面からの経営の安

定も欠かせない課題です。限られた経営資源を有効､効率的に活用することにより､将

来へ向けて常に新しい課題への挑戦を心がけ､独創的､先駆的な事業展開を模索し､｢創

造する文化｣をこの法人の文化として定着させたいと願っています｡ 
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疑問符だらけの現場用語集（49） 人材育成システム 

 

 前回は、人材の話をしました。多くの福祉現場で人材不足と人材流出が慢性化しています。

福祉は３Ｋだからとか給料や待遇が悪いからと言って、人が集まらないのは「仕方がない」と

諦めてしまいがちです。ですが、本当にこれは仕方のないことでしょうか？ 

 私が代表を務める、特定非営利活動法人自閉症ｅサービス（http://www.jiheishou-e.jp/）

は、大阪・阪神地区を中心に支援者間のネットワーク作りと人材育成を事業の柱にしています。

実はこのアイデアは、私が横浜やまびこの里で働いていたころ定期的に開催されていた「自閉

症（療育）セミナー」という勉強会がモデルで、その発展形だと言えます。自閉症ｅサービス

の人材育成システムは、次のような仕掛けになっています。 

 ①基礎講座、専門講座、ワークショップなどの各種人材育成プログラムを通年で開催する。

年度当初に年間予定を公表し、受講生は常時募集する。 

 ②年間を通して受講したい方は、「年間パス」に登録すると各種プログラムを割引または無

料で受講できるようにする。ちなみに、個人パスは 15000円/人です。 

 ③年間パスと受講料を原資に、講師謝礼や会場費などの経費をまかなう。外部からの助成金

や補助金に頼らず、赤字経営にもならず、自分たちが勉強するために自分たちの受講料を

集めて研修をする互助の仕組み。 

 ④受講生の中から、事例発表や講師をやりたいと希望または仲間や施設長から推薦されると、

原則、誰でも登壇できる。さらにコンサルタント養成講座、トレーニングセミナーのトレ

ーナー見習い、フェロー（研究生）制度などを設け、講師やトレーナーにステップアップ

する道筋を用意する。 

 ⑤講義用のレジュメやワークシート類、コンサルテーションで使う評価キットや記録用紙な

どは自閉症ｅサービス内で共有し、必要に応じて外部に持ち出せるようにする。 

 ⑥熱心に参加する受講生には法人の活動会員や正会員になってもらい、運営の担い手を増や

す。学生や若手スタッフには無償で年間パスを付与する制度を設ける。 

  自閉症ｅサービスでは、毎年 150人前後の支援者・家族らが年間パスをとって受講していま

す。何らかの形で人材育成プログラムに参加している施設や事業所は 50 団体以上です。特に

新任研修の場として活用する施設・事業所が多い印象です。 

   これまで人材育成と言うと、単発の講演会、他施設見学、先輩職員による現場 OJTなどがバ

ラバラに提供されていました。また、偉い先生の講義やコメントを聞く受け身のスタイルが主

流でした。ｅサービスはこれを抜本的に改め、自分たちが主体的に運営し、率先して学び、学

んだことを現場実践に生かしそこで得た知見やノウハウをみんなで共有するという、研修と現

場実践を循環させる持続的な育成システムを構築しようとしています。 

＜自閉症ｅサービス代表 中山清司＞ 

http://www.jiheishou-e.jp/
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本棚から 『自閉症スペクトラム 

１０人に１人が抱える「生きづらさ」の正体』 

本田 秀夫 著  ソフトバンク新書

 

 ２０１３年４月６日、「世界自閉症啓

発デ－２０１３シンポジウム」が新霞

が関ビル内灘尾ホールで開催されまし

た。 

シンポジストには、当事者、保護者、

医療・福祉関係者がそろい、この本の

著者本田医師も、その中の一人でした。 

 

精神科医師・医学博士である著者は、

１９９１年から横浜で発達障害を専門

とした臨床・研究に取り組み、現在は

山梨県立こころの発達総合支援センタ

ー所長も勤めておられます。 

この本は、長きにわたり‘発達の気

になる子どもたち’一人ひとりを幼児

期から成人期まで一貫してみてこられ

た著者が、発達障害や自閉症を知らな

い広く一般の人たちにも、わかりやす

く身近な事として知ってもらいたく、

作られたものです。 

   

  （今日では）‘自閉症スペクトラム’

は人口の１０％は存在すると考えられ、

その特性は「臨機応変な対人関係が苦

手で、自分の関心、やり方、ペースの

維持を最優先させたいという本能的志

向が強いこと」と要約され、その具体

的な事柄について例えを交えて説明さ

れています。 

 

  なかでも、‘こだわり’に関する２つ

の法則（①認知が発達するとこだわり

も発達する ②こだわり保存の法則）

と「こだわりを活用する」発想が実際

の生活の中では実用的な支援に繋がる

という話しに、共感しました。 

また、第三章での自閉症スペクトラ

ムと自閉症スペクトラム障害との関係

についての説明、それに続く第四章で

は、自閉症スペクトラムは「治療すべ

き‘病気’」ではなく「支援すべき少数

派の‘人種’」である、という認識の上

にたち、家庭や学校・地域社会の中で、

どのような教育や支援が求められるか、

を多岐にわたり詳しく語っています。

著者自身が運営に関わっているＮＰＯ

法人の活動にも触れ、医師という枠を

超えた著者の幅広い行動力と人間性が

伝わってきます。最後の章では「自分

が自閉症スペクトラムかもしれないと

思ったら・・」と題し、広く読者に呼

び掛けています。 

 

先に述べたシンポジウムにおいて

「自閉症の人の社会適応の良否は社会

的要因に大きく左右される」ことを示

唆された氏の意思がこの本にも通じて

いることを実感しました。‘自閉症の人

たち’の生きにくさを知りたい方、（第

三者に伝えたい時も）、ぜひこの本をお

勧めします！    ＜西尾 紀子＞ 
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自閉症児の親も 

   一日にしてならず。 

                             ペンネームは                      
ｍｏｍｏｅ 

 

 

 

 

 

発災時支援への取り組み の巻（後編） 

 

１月８日 地域医療に取り組む診療所、市職員組合、高齢者介護事業所などで構成す

る市民集会で市長への要望書を提出する。地域防災関係では５項目①避難所運営マニ

ュアルの検討項目に福祉避難所を必置とし、当事者を交えて検討の場を設けること②

三次避難所指定の福祉施設に十分な物資を確保するための予算を確保すること③要援

護者支援に特化した避難訓練の実施④災害時投薬の確保をすること⑤安否確認と避難

所に来られない当事者への物資などの支給支援。 

提出と同時に行った市長との懇談で、避難所マニュアルはその地区の学校と自治会

で作成することになっていて、「一律一定」はなかなか難しい、とのことだったので、

「その地域の当事者を交えて検討するようにしてほしい」ということを担当課に強く

要請してほしい、と伝えました。自治会と行政との関係は、自治会の「自治」を大切

にしたいということから、なかなかトップダウン？は望めないので、やはりそれぞれ

がそれぞれの地域で出張っていくしかないのか・・・。数が少なく、地域での横のつ

ながりが持てていない「知的障害者家族」、だれが引っ張るのか。 

 

２月８日 なかなか各地域それぞれで、というのは難しいので、まず全市を範囲に各

地区自治体の防災担当や民生委員、児童福祉委員、地区社会福祉協議会員を対象に「知

的障害のある人を知っていますか？」という学習会を開く。準備段階からまず行政の

市民課の厚い壁に阻まれ（チラシ配布に難色を示される）、あらゆるつてをたどって、

また、地域の集まりに勇気を持って参加してその場でアピールするなどしてそれぞれ

努力し、当日集まってくれた地域の方は２００人近く。地区によっては学習会の形を

取って２０人もの方が集まったところもあり、防災のことより、知的障害や自閉症の

ある人たちへの配慮についての話がわかりやすかった、これを知りたかった、という

アンケートの回答が多かった。「ぜひ皆さんの地区でもこのあつまりを開かせてくださ

★ｍｏｍｏｅさん紹介★ 

知的障害のある人の地域生活支援をする特定非営利活動法

人の理事です。首都圏通勤圏にある某市に夫と夫の母親（要

支援 2）、某病院機構事務方に就職した長男と生活介護事業

所（通所）5年目・23歳で知的障害と自閉症がある(療育手帳

で最重度、障害程度区分 6)の次男と暮らしています。 
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い」との投げかけには３つの地区が応じてくれ、あるところなどは、「防災のことはい

いから、障害のある人への支援についてだけ、話してほしい」ということに・・・（何

を隠そう私の住んでる地域）。前回書いたとおり、「日常生活の延長線としての発災時

支援」なので、これをとっかかりに「じくじくと」入り込んでいこうかなあ、と画策

している。 

 

２月１４日 一次避難所に併設されるものから民間施設におかれる三次避難所までと

りあえずめどはできたように思えるが、そこに行くまでの手段については「家族で」

ということが基本になっている。しかし、外部からの支援としてボランティアセンタ

ー開設と同時に移動への支援も項目にあらかじめ入れておいてほしい、また、物理的

な準備、例えば電源確保から必要物資まで、障害のある人特有のものをあらかじめ準

備してほしいという要望を担当課にし、その回答が示されたが、やはり市長の回答と

同じで、「ガイドライン」を作成して配布し、各自治会での運営委員会にゆだねるとい

う形。 

 

５月～ １月８日の要望書にたいする関係部課の文書回答、昨年度の施策検討連絡会

による予算要望にたいする文書回答があり、また、２月１４日の回答を受けての改め

ての要望をする予定。６月には私の住む地区での地区社会福祉協議会研修会「支援を

必要とする子どもたちを育てて」という研修会が開かれ、私も出席予定。（じくじくの

第一歩） 

 

＜前年秋以降の次男の様子＞ 

２０１２年１０月 来年度生活介護事業所（通所）をもう１つ作るため、職員の採用

が始まり、若い女性職員が次男の事業所にも研修ではいる。中の１人、以前幼稚園教

員をしていた２０代後半の職員をとても気に入っていたらしく、どうもある朝から行

き渋りがあるなあと思っていたら、娘さんの送迎をしている先輩母から、「今週から次

男君の気に入っている職員さんがうちの事業所に来ているわよ」と聞く。その先輩母

は、赤い羽根街頭募金の際に次男がその職員と腕を組んでにこにこと立っていたのを

見たらしく彼女の研修場所が移ったのを教えてくれたのだ。これで今週の行き渋りの

原因がわかった！相変わらずわかりやすい奴。 
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２０１２年１０月２３日 上記の来春立ち上げ生活介護事業はメインをパンづくりに

するとのこと。次男がそこへの異動を打診される。粉のベトベトするのを練ることが

大の苦手だった次男が今ではだれよりも早く生地並べまでするのを見て、犬用ではな

く人間用のパン作りまで持っていこうとのこと。ただ、場所が今より遠く、途中乗り

換えをしなければならないこと、仕事の内容がしっかり組み立てられる前、また、新

卒者が多い中での立ち上げ時の不安定さがある時期から参加すると「独自の俺ルール」

を作ってしまう可能性があるので、きちんとスケジュールが組み立てられる段階にな

るまでは今のところにいて、時々技術的な実習をしに行くということにする。（１２月

から月２回程度から始めている） 

 

２０１２年１１月２１日 春の大不調を乗り越えてからずっとおおむね平穏な日々が

続いているため、次男の体重が１．５ｋｇ増えている。（毎月の健康チェックの結果を

見て）今のところ１６３㎝５４ｋｇなのでそれほど心配することはないのだが、増え

気味だという傾向だけはチェックしておかないと！私自身の体重もそうだが神経質に

ならない程度に頭の片隅に置いておかないとズルズルいきそうで怖いのです・・・ 

 

２０１２年１２月１４日 今直接活動を一緒にしていない方が、帰宅中の次男を駅で

見かけ、ＩＣカードを入れているパスケースのチェーンが短いので、タッチするのに

苦労しているようだった、と私の知人に話した、と知人が教えてくれる。直接言うよ

うなことでもないんだけど、という前置きでの話だったそうだが、ありがたく思う。

次男のチェーンは早速長さを調節し、教えてくれた方に電話をすると留守電だったの

で、お礼を吹き込んでおく。 
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よこはま三歩 
 

 はじめまして。４月からポルト能見台で勤務している阿部未鈴と申し

ます。どうぞよろしくお願い致します。今回、「よこはま三歩」という

ことで、横浜の魅力について書いていきたいのですが…実は私は秋田県

出身で、さらに大学生活中は横須賀に住んでいたので、横浜に関しては

まだまだビギナーです。そんな私ですが、春から上大岡に住み始め、念

願の横浜市民となりました。私が１８年間住んでいた秋田に比べると、

人の多さ、建物の多さ、道路の広さ、ビルの高さ等、秋田とは違うこと

ばかりで戸惑うことも多いのですが、ようやく少し外を散歩したり、駅

まで買い物に行ったりという余裕が出てきました。上大岡は、とても坂

の多い街で、そこで苦労することも多いのですが、家までの帰り道、坂

を登りきって後ろを振り返ると、夕日がとても綺麗に見えます。また、

先日散歩をしていたらおいしいカレー屋さんを見つけました。お店の名

前は忘れてしまったのですが、ｍｉｏｋａの裏側のところにあります。

ナンがとても大きくて、カレーも辛さを調節してくれるのでおすすめで

す。横浜は本当に魅力的な街でもっと知りたいと思っているので、皆さ

んのおすすめのお店や場所も教えていただけると嬉しいです。  

ポルト能見台 阿部 未鈴 

 

 

                             
                            

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.yamabikonosato.jp/index.php 

ホームページ☆ 

ご覧下さい！ 

クリック！！ 
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表紙写真 ペンネーム：国鉄福私鉄道（こくてつふくしてつどう）  
編  集 社会福祉法人横浜やまびこの里 （編集責任者 小林信篤） 
          横浜市都筑区東山田町270番地 

TEL.045-591-2728/FＡX.045-591-2768  

法人ホームページ http://www.yamabikonosato.jp/ 

印  刷 ワークステーション 横浜市神奈川区西神奈川1-14-6-1F TEL.045-316-5710 
          購読料１部 １５円（税込み） 

△▼横浜やまびこの里後援会▼△ 

 横浜市内で自閉症という障害を持つ人たちが地域で生活をするためのサ－ビスを、一つずつ

作り出していく活動をしている『社会福祉法人横浜やまびこの里』の活動のバックアップを目

的としています。 
 

入会された方には｢マンスリーやまた｣｢後援会報｣をお届けします(郵送) 
 

会員種別 個人会員 法人会員 

会費 １口 ３，０００円／年 １口 １０，０００円／年 

入会時期 

(定時入会) 

７月または１月 

会費納入方法 (ア)７月入会者 

 ７月～１２月入会者は当該年度の会費を納入し、次回からの会費は

翌年の７月に納入し、以後毎年７月となります。 

(イ)１月入会者 

 １月～６月入会者は当該年度の会費を納入し、次回からの会費は翌

年の１月に納入し、以後毎年１月となります。 

振込口座 

(郵便振替) 

横浜やまびこの里後援会  <口座番号> ００２４０－３－７６１６３ 

 
 

  ★後援会のお申し込み・お問い合わせ★ 

横浜やまびこの里 後援会事務局    ＴＥＬ０４５（５９１）２７２８ 

～編集後記～ 

 先日、所要で四国に行ってきました。せっかくの遠出なので、ついでに彼方此方と･･･

とは思うのですが、なかなか寄り道するほど時間がありません。それでも多少時間がある

時には、なるべく早い乗り物は使わず、列車なら｢各駅停車｣で、列車でなければ｢高速バ

ス｣を使って、時間を少しぜいたくに使うことにしています。車窓からいろいろな風景が

確認できるところが楽しみの一つです。今回は｢こいのぼり｣、しかも｢大漁旗｣付き、５月

５日はとっくに過ぎたのに、大漁旗にあおられて、鯉たちも負けじと晴れた空を気持ちよ

さそうに泳いでいました。（小林 信篤） 

 

http://www.yamabikonosato.jp/

